
 

平成 19年８月 10日 
各    位 

東 京 都 千 代 田 区 二 番 町 ５ 番 地 5

会 社 名  ２ １ Ｌ Ａ Ｄ Ｙ 株 式 会 社

代表者名 代表取締役社長 広野道子

（ 本 名 ： 藤 井  道 子 ）

（コード番号：３３４６ 名証セントレックス）

情報取扱責任者：経営管理担当取締役 岡田剛士

 

 

 

平成20年3月期中間及び通期業績予想（連結・個別）修正に関するお知らせ 
 
最近の業績動向を踏まえ、平成１9年5月18日に公表いたしました平成20年３月期中間期（平成１

9年４月１日～平成１9年９月３０日）及び平成20年3月期（平成19年４月１日～平成20年３月31日）の

業績予想（連結・個別）を下記のとおり修正いたします。 

 
記 

 
１．業績予想 

①中間期業績予想 

【連結】 

（１） 平成20年3月期中間連結業績予想数値の修正（平成19年4月1日 ～ 平成19年9月30日） 

（単位：百万円、％） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A) 1,956 △75 △91 △112

今回修正予想（B） 1,850 △242 △251 △320

増減額（B-A） △106 △167 △160 △208

増減率（％） △5.4 － － －

（ご参考）前期実績（平成19年3月期） 4,439 △31 △33 △115

（ご参考）前年同期（平成19年3月中間）実績 2,167 63 65 24

   

 

  【個別】 

  （２）平成20年3月期中間業績予想数値の修正（平成19年4月1日 ～ 平成19年9月30日） 

（単位：百万円、％） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A) 103 △8 △8 △13

今回修正予想（B） 97 △8 △6 △13

増減額（B-A） △6 0 2 0

増減率（％） △5.8 － － －

（ご参考）前期実績（平成19年3月期） 194 6 7 △26

（ご参考）前年同期（平成19年3月中間）実績 93 1 7 13

 

  

 

 

 



②．通期業績予想 

【連結】 

（１）平成20年3月期中間連結業績予想数値の修正（平成19年4月1日 ～ 平成20年3月31日） 

（単位：百万円、％） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A) 4,524 36 5 △27

今回修正予想（B） 4,168 △272 △297 △376

増減額（B-A） △356 △308 △302 △349

増減率（％） △7.9 － － －

（ご参考）前期実績（平成19年3月期） 4439 63 65 24

   

 

  【個別】 

  （２）平成20年3月期中間業績予想数値の修正（平成19年4月1日 ～ 平成20年3月31日） 

（単位：百万円、％） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A) 219 0 △4 △10

今回修正予想（B） 203 △10 △12 △19

増減額（B-A） △16 △10 △8 △9

増減率（％） △7.3 － － －

（ご参考）前期実績（平成19年3月期） 194 6 7 △26

  

 

 ２．修正の理由 
 （１）連結業績 
 今回の業績修正におきましては、売上高は弊社の連結子会社であります「洋菓子のヒ

ロタ」において、直営店舗は順調な出店拡大を達成できたものの、前期の製品自主回収

の影響による卸売部門の回復が予想を下回ったことに起因するものであります。また、

コスト削減に取り組んでまいりましたが、売上高の回復遅れが利益を圧迫する結果とな

り、予定しておりました収益を確保することができない見込となりました。また、当第

1四半期に店舗立退料約 44百万円を特別利益として計上し、繰延税金資産の取崩額約
95百万円を計上いたしました。 
以上の状況により中間業績予想は、売上高 1,850 百万円、連結中間営業損失は 242
百万円、連結中間経常損失 251百万円、連結中間純損失 320百万円となる見込となり
ました。また、通期に関しましても当事業年度における事業環境は厳しいものになると

判断されることより、売上高 4,168百万円、連結営業損失 272百万円、連結経常損失
297百万円、連結当期純損失 376百万円に業績予想を修正させていただきます。 

 
（２）個別業績 
 個別に関しましては、利益率の向上に努めた結果、利益率が改善し、売上高は子会社

からのロイヤリティ収入等の連結業績に連動した落ち込みがあったものの、中間期にお

きましてはほぼ予想通りの結果となる見込であります。また、通期予想に関しまして、

連結業績予想との連動性により売上高が 203百万円と減少し、これにより営業損失 10
百万円、経常損失 12百万円、当期純損失 19百万円に業績予想を修正させていただき
ます。 

 



上記に記載した予想数値は、現時点において入手可能な情報に基づき判断した見通しで

あり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化により、上記予

想数値と異なる可能性があります。 

 

本件に関するお問い合わせ先  

２１ＬＡＤＹ株式会社 経営企画担当（倉田、薬師寺） 03-3556-2121    以  上 

 


